
「協育」ネットワークとコミュニティ・スクールの一体的推進に向けた取組

切れ目
のない
支 援

「協育」ネットワーク 地域住民が地域の子どもを守り育てる仕組み

参 画

地 域

学 校 コミュニティ・スクール 学校運営協議会を設置した学校

地域学校協働活動推進員が 委員として参画連携 協働

保護者、退職教員、有資格者、自治委員、
民生・児童委員、婦人会、老人会、
読書グループ、企業、大学、各種機関

地域学校協働活動推進員（「協育」コーディネーター）
・地域住民と学校つなぎ役（地域と学校の情報共有、地域ボランティアの指導） 学校と目標

やビジョン
を共有

【未来創生塾】
・小中学生を対象
・平日の放課後や土曜等の補充学習
・長期休業中の集中講座等
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【学校における地域学校協働活動】
・学習支援 ・部活動支援
・環境整備 ・登下校の見守り
・読み聞かせ など

【小学生チャレンジ教室】
・主に小学生を対象
・放課後の安心安全な居場所
・地域での体験活動や学習支援

【家庭教育支援】
・保護者を対象にした学習機会の提供
・子育て相談
・情報誌作成等による情報の提供

地域ボランティア

目指す効果
⇒地域の教育力の向上 ⇒子どもの学力向上と豊かな心の育成 ⇒地域住民の生きがいの創出

＜メンバー＞
【学 校】校長、教頭
【保護者】 PTA会長、PTA役員等、
【地 域】民生委員、区長、自治委員

地域学校協働活動推進員
（「協育」コーディネーター）等

学校運営協議会 ＜協議内容＞
〇どんな子供を育てるか 

⇒目指す子供像の共有
〇学校の教育活動をどうするか 

⇒社会に開かれた教育課程
〇地域の活動をどうするか 

⇒地域の教育力の向上、地域活性化

地域と目標
やビジョン
を共有熟

議

目指す効果
⇒地域の協力や参画の促進 ⇒地域と一体となった特色ある学校づくり

「協育」ネットワークとコミュニティ・スクールの一体的推進に向けて

統括的な地域学校協働活動推進員モデル事業を実施
■５市（宇佐市、杵築市、別府市、由布市、日田市）においてモデル構築に向けた取組を実施

■取組例 
◇中部中学校に地域学校協働活動推進員、
中学校区内の小学校2校に推進員を配置
◇地域学校協働活動推進連絡会開催（月1回）

◇連携・協働の促進
◇目標の共有、学校側の理解促進
◇連絡会での推進員間のつながり強化

（別府市の取組）
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